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(57)【要約】
【課題】セントラルモニタでの患者の生体情報の表示態
様を、ベッドサイドモニタでの表示態様と同様にして、
ベッドサイドモニタ感覚で、セントラルモニタにより患
者の生体情報を容易に確認できること。
【解決手段】セントラルモニタ５０は、テレメータ受信
機５２により医用テレメータ３０から生体情報を取得し
、ベッドサイドモニタ１０から生体情報とともにベッド
サイドモニタ表示部１３の表示態様を示す表示態様情報
を取得する。セントラルモニタ表示部５３は、個人画面
表示モードで、監視用表示面５３１に、ベッドサイドモ
ニタ１０から取得した生体情報及び表示態様情報を用い
て、ベッドサイドモニタ表示部１３の表示態様と同様の
表示画面態様で、ベッドサイドモニタ１０で収集した生
体情報を有する患者の個人画面を表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者についての生体情報を収集し、収集した生体情報を、設定した表示態様で表示する
表示部を有する生体情報モニタ装置を少なくとも１つ含む複数の生体情報収集装置が通信
回線を介して接続されて、前記生体情報収集装置で収集される生体情報を取得して、複数
の患者の生体情報を監視する生体情報監視装置において、
　前記生体情報収集装置から前記生体情報を取得し、前記生体情報モニタ装置から前記生
体情報とともに前記表示部の表示態様を示す表示態様情報を取得する取得手段と、
　取得する前記生体情報を用いて、監視用表示面に、基本画面表示モードとして複数の患
者の生体情報を同時に表示するとともに、個人画面表示モードとして前記患者のうち選択
された患者の生体情報を含む個人画面を表示する表示手段を有し、
　前記表示手段は、前記選択された患者が前記生体情報モニタ装置で収集した生体情報を
有する患者である場合、前記生体情報モニタ装置から取得した前記生体情報及び前記表示
態様情報に基づいて、前記個人画面を、前記生体情報モニタ装置における表示部の表示態
様と同様の表示画面態様で表示する、
　生体情報監視装置。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記個人画面表示モードでは、前記個人画面を、前記監視用表示面の
一部の表示領域に配置するとともに、前記複数の患者の生体情報を、前記一部を除く表示
領域を分割した複数の表示区域に個別に配置して同時に表示する、
　請求項１記載の生体情報監視装置。
【請求項３】
　前記一部の表示領域は、前記監視用表示面において左右に分割される一方の表示領域で
あり、前記一部を除く表示領域は、前記監視用表示面において左右に分割される他方の表
示領域である、
　請求項２記載の生体情報監視装置。
【請求項４】
　前記表示態様情報は、前記表示部で前記生体情報として表示される波形、計測値の表示
サイズ、表示色、表示位置のうち少なくとも一つを示す情報を含む、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の生体情報監視装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の生体情報監視装置と、
　患者についての生体情報を収集して前記生体情報監視装置に送信する生体情報送信装置
、及び、患者についての生体情報を収集し、収集した生体情報を、設定した表示態様で表
示部に表示し、且つ、前記収集した生体情報と前記表示部の表示態様を示す表示態様情報
とを前記生体情報監視装置に送信する生体情報モニタ装置のうち、少なくとも１つの前記
生体情報モニタ装置を含む複数の生体情報収集装置と、
　を備える、
　生体情報監視システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体情報監視装置及びこれを備える生体情報監視システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、集中治療室等で治療を受けている患者の監視等、状態を監視する必要のある患者
に用いる生体情報監視装置として、セントラルモニタが知られている。セントラルモニタ
は、一般に、医療機関においてナースステーションに設置されている。セントラルモニタ
は、集中治療室や病室等に居る各患者のベッドサイドに設置されたベッドサイドモニタか
ら各患者の生体情報（例えば、心電図、血圧、動脈血酸素飽和度等）を受信してそれを画
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面に表示する（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　セントラルモニタは、各ベッドサイドモニタや、患者が携帯する携帯型テレメータ装置
等から受信した生体情報を１画面で同時に表示できる。これにより、セントラルモニタは
、ナースステーションから離れた病床、集中治療室、さらには院内を移動中の複数患者の
容態を同時にモニタリングできる。
【０００４】
　このセントラルモニタは、表示画面に同時に表示する患者の人数を変更することができ
る。例えば、ベッドサイドモニタ、携帯テレメータ装置から患者１６人分の生体情報が入
力される場合、１画面の表示領域を患者数の表示区域（例えば、１６個（１６人分））に
分割し、これら分割した表示区域に、患者毎に、生体情報として１つの波形を表示するこ
とができる。
【０００５】
　このとき、表示中の生体情報がどの患者のものかを一目見て判別できるように、各患者
の波形表示領域に患者の氏名等の患者情報が表示される。
【０００６】
　そして、例えば、特定の患者の血圧或いは不整脈の発生を確認する場合には、表示画面
で表示される特定の患者情報を選択すると、表示画面には、一部の領域に、選択した患者
の詳細な生体情報を含む患者個人情報を表示する個人画面が表示される。と同時に、その
一部の領域に表示されていた他の患者情報は、表示画面において他の患者と共に残余の表
示領域に縮小されて表示される。このようにセントラルモニタで表示される個人画面を視
認することで、看護師等の医療スタッフは、患者から離れた場所にいても、その患者の詳
細な生体情報を確認できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－１２４９０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、セントラルモニタは、ベッドサイドモニタとは機能が異なるため、その画面
の表示態様及びメニュー体系は、ベッドサイドモニタの画面の表示態様及びメニュー体系
とは異なる。
【０００９】
　このようなセントラルモニタにおいて、上述したような特定の患者の詳細な生体情報を
示す個人画面を表示する場合、各ベッドサイドモニタからの生体情報を用いて、セントラ
ルモニタ側で設定した表示態様で表示する。
【００１０】
　よって、実際のベッドサイドモニタの個人画面で表示されている生体情報と同じ生体情
報をセントラルモニタ側で表示しても、生体情報の色が異なったり、画面上での生体情報
の並び順が異なったりする等、実際のベッドサイドモニタで表示される表示態様とは異な
ることがある。
【００１１】
　このため、医療スタッフは、ベッドサイドモニタで表示される患者の生体情報と、セン
トラルモニタで表示される患者の生体情報とが同一であっても、同一の生体情報と確認し
づらいという問題があった。
【００１２】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、セントラルモニタにおける患者の生体
情報の表示態様を、ベッドサイドモニタでの表示態様と同様にして、ベッドサイドモニタ
感覚で、セントラルモニタで患者の生体情報を容易に確認できる生体情報監視装置を提供
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することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の生体情報監視装置の一つの態様は、
　患者についての生体情報を収集し、収集した生体情報を、設定した表示態様で表示する
表示部を有する生体情報モニタ装置を少なくとも１つ含む複数の生体情報収集装置が通信
回線を介して接続されて、前記生体情報収集装置で収集される生体情報を取得して、複数
の患者の生体情報を監視する生体情報監視装置において、
　前記生体情報収集装置から前記生体情報を取得し、前記生体情報モニタ装置から前記生
体情報とともに前記表示部の表示態様を示す表示態様情報を取得する取得手段と、
　取得する前記生体情報を用いて、監視用表示面に、基本画面表示モードとして複数の患
者の生体情報を同時に表示するとともに、個人画面表示モードとして前記患者のうち選択
された患者の生体情報を含む個人画面を表示する表示手段を有し、
　前記表示手段は、前記選択された患者が前記生体情報モニタ装置で収集した生体情報を
有する患者である場合、前記生体情報モニタ装置から取得した前記生体情報及び前記表示
態様情報に基づいて、前記個人画面を、前記生体情報モニタ装置における表示部の表示態
様と同様の表示画面態様で表示する構成を採る。
【００１４】
　本発明の生体情報監視システムの一つの態様は、
　上記構成の生体情報監視装置と、
　患者についての生体情報を収集して前記生体情報監視装置に送信する生体情報送信装置
、及び、患者についての生体情報を収集し、収集した生体情報を、設定した表示態様で表
示部に表示し、且つ、前記収集した生体情報と前記表示部の表示態様を示す表示態様情報
とを前記生体情報監視装置に送信する生体情報モニタ装置のうち、少なくとも１つの前記
生体情報モニタ装置を含む複数の生体情報収集装置と、
　を備える構成を採る。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、生体情報監視装置における患者の生体情報の表示態様を、生体情報収
集装置の表示態様と同様にして、生体情報収集装置で確認する感覚と同様の感覚で、生体
情報監視装置により患者の詳細な生体情報を容易に確認できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施の形態に係る生体情報監視装置としてのセントラルモニタを含む
生体情報監視システムの概略構成を示す図
【図２】本発明の一実施の形態に係る生体情報監視装置としてのセントラルモニタの構成
を示すブロック図
【図３】図１に示す生体情報監視システムのセントラルモニタにおける基本表示画面モー
ドでの表示画面の例を示す図
【図４】図１に示す生体情報監視システムのセントラルモニタにおける個人画面表示モー
ドでの表示画面の例を示す図
【図５】同セントラルモニタの個人画面表示モードで表示された患者個人情報の対象とな
る患者のベッドサイドモニタ表示部の表示画面を示す図
【図６】同生体情報監視システムのベッドサイドモニタにおける表示画面の例を示す図
【図７】図６に示す個人画面と同期してセントラルモニタ表示部で表示される個人画面の
別例を示す図
【図８】同生体情報監視システムのベッドサイドモニタにおける表示画面の例を示す図
【図９】図８に示す個人画面と同期してセントラルモニタ表示部で表示される個人画面の
別例を示す図
【図１０】同生体情報監視システムの他のベッドサイドモニタにおける表示画面の例を示
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す図
【図１１】図１０に示す個人画面と同期してセントラルモニタ表示部で表示される個人画
面の別例を示す図
【図１２】同セントラルモニタ表示部で、医用テレメータの生体情報を個人画面として表
示した表示画面の例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。
【００１８】
＜生体情報監視システムの概要＞
　図１は、本発明の一実施の形態に係る生体情報監視装置としてのセントラルモニタ装置
を含む生体情報監視システムの概略構成を示す図である。
【００１９】
　図１の生体情報監視システム１は、表示部（ベッドサイドモニタ表示部１３）を有する
ベッドサイドモニタ（生体情報モニタ装置；生体情報収集装置）１０、医用テレメータ（
生体情報送信装置；生体情報収集装置）３０およびセントラルモニタ（生体情報監視装置
）５０を有する。
【００２０】
　ベッドサイドモニタ１０は、病室、手術室または集中治療室等において患者のベッドサ
イドに置いて使用される。医用テレメータ３０は、病室、ＣＣＵ等に自力で移動可能な、
比較的症状が軽い患者に用いられる。セントラルモニタ５０は、患者から離れた場所（例
えばナースステーション）に置いて使用される。
【００２１】
　なお、生体情報監視システム１は、一般に、１台のセントラルモニタ５０に対して複数
台のベッドサイドモニタ１０、医用テレメータ３０を接続することができる。ここでは、
生体情報監視システム１として、セントラルモニタ５０に、複数のベッドサイドモニタ１
０と、複数の医用テレメータ３０が接続されているが、本実施の形態では説明簡略化のた
めに、構成を省略する。すなわち、生体情報監視システム１では、セントラルモニタ５０
に、１台のベッドサイドモニタ１０と、１台の医用テレメータ３０とが接続される構成を
例に挙げて、説明する。また、セントラルモニタ５０に接続されるベッドサイドモニタ１
０は、表示部の表示態様、表示サイズ（アスペクト比）が異なっていても良い。
【００２２】
＜ベッドサイドモニタ１０の構成＞
　ベッドサイドモニタ１０は、患者についての生体情報を収集し、収集した生体情報を表
示する表示部（ベッドサイドモニタ表示部）１３を有する生体情報収集装置である。
【００２３】
　具体的には、ベッドサイドモニタ１０は、ベッドサイドモニタ本体１１、マルチポート
モジュール１２およびベッドサイドモニタ表示部１３を主として有する。また、ベッドサ
イドモニタ１０には、テレメータ送信機１４、心電ケーブル１５、第１観血血圧ケーブル
１６、第２観血血圧テーブル１７、体温プローブ１８、酸素飽和度（ＳｐＯ２）センサ１
９およびカフ２０が、接続されている。
【００２４】
　ベッドサイドモニタ本体１１は、演算処理装置（ＣＰＵ：Central Processing Unit）
およびメモリを有する。メモリには、ベッドサイドモニタ１０の各動作を制御するための
プログラムが格納されている。このプログラムには、ベッドサイドモニタ本体１１に設け
られたＣＰＵに、ベッドサイドモニタ表示部１３の表示態様を示す表示態様情報データを
生成させるための表示態様情報生成プログラムが、含まれる。
【００２５】
　ベッドサイドモニタ本体１１には、マルチポートモジュール１２、ベッドサイドモニタ
表示部１３およびテレメータ送信機１４がそれぞれケーブルを介して接続されている。
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【００２６】
　ベッドサイドモニタ本体１１は、マルチポートモジュール１２から生体情報データを受
信して、これをテレメータ送信機１４に送信する。生体情報データは、表示態様情報デー
タとともにテレメータ送信機１４により無線送信処理を施された後、セントラルモニタ５
０に無線送信される。無線送信された生体情報データは、テレメータ受信機５２を介して
セントラルモニタ本体５１により受信され、セントラルモニタ表示部５３に表示される。
【００２７】
　また、ベッドサイドモニタ本体１１は、マルチポートモジュール１２から受信した生体
情報データに対して、計測値異常判定および不整脈解析等、各種の解析を、設定条件に従
って適用する。生体情報データおよびこの解析の結果は、ベッドサイドモニタ表示部１３
によりモニタリング用画面として表示可能であり、ＣＰＵは、これらをベッドサイドモニ
タ表示部１３に表示させるための画像処理を行う。
【００２８】
　設定条件は、予め設定されているが、ユーザが設定操作を行うことにより変更すること
もできる。設定操作を行うための各種設定操作用画面もベッドサイドモニタ表示部１３に
表示可能であり、ＣＰＵは、これをベッドサイドモニタ表示部１３に表示させるための画
像処理も行う。
【００２９】
　ベッドサイドモニタ１０では、ＣＰＵは、ベッドサイドモニタ表示部１３にモニタリン
グ用画面として表示する画面の表示態様を示す表示態様情報を生成して、テレメータ送信
機１４に送信する。表示態様情報データは、テレメータ送信機１４により無線送信処理を
施されたうえで、生体情報データとともにセントラルモニタ５０に無線送信される。
【００３０】
　この表示態様情報データは、ベッドサイドモニタ表示部１３に表示される患者の生体情
報を含む患者個人情報を示す個人画面の表示態様を示すデータである。なお、個人画面と
して表示される生体情報は、心電図（ＥＣＧ：electrocardiogram）、呼吸、患者の観血
血圧（第１観血血圧、第２観血血圧）、体温、酸素飽和度（ＳｐＯ２）、血圧等である。
【００３１】
　表示態様情報は、具体的には、患者に特化した患者個人情報をモニタリングするための
画面（個人画面）のサイズ（アスペクト比）、当該画面に表示される生体情報のレイアウ
ト（表示位置）、生体情報の表示形態（波形、数字）、生体情報の色、生体情報のサイズ
及び生体情報同士を仕切る線や枠線等を含む。表示態様情報は、ベッドサイドモニタ表示
部１３に、生体情報とともに、各種設定操作用画面が表示されている場合は、各種設定操
作用画面を含む。個人画面の表示態様、つまり、表示する生体情報の種別、表示形態、色
、サイズは、ユーザにより設定可能となっており、モニタリング用画面がカスタマイズ設
定されていれば、そのカスタマイズされた情報が表示態様情報として、ベッドサイドモニ
タ１０によって、セントラルモニタ５０に送信される。
【００３２】
　例えば、各種設定操作用画面がベッドサイドモニタ表示部１３に表示されていれば、Ｃ
ＰＵは、各種設定操作用画面が表示された表示態様の表示態様情報を生成して、テレメー
タ送信機１４を介してセントラルモニタ５０に送信する。なお、ベッドサイドモニタ本体
１１のＣＰＵが、外部から入力される設定情報に基づいて、ベッドサイドモニタ表示部１
３に表示する表示態様を変更する機能を有し、これにより、外部操作によってベッドサイ
ドモニタ表示部１３の表示態様を変更できるようにしてもよい。
【００３３】
　マルチポートモジュール１２には、心電ケーブル１５、第１観血血圧ケーブル１６、第
２観血血圧ケーブル１７、体温プローブ１８、酸素飽和度センサ１９およびカフ２０が接
続されている。
【００３４】
　心電ケーブル１５は、心電図（ＥＣＧ：electrocardiogram）計測用のセンサであり、
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患者体表上の複数個所に装着可能な電極を有する。マルチポートモジュール１２は、心電
ケーブル１５を用いて誘導法により患者の心起電力を検出し、その値を表す検出データを
得る。なお、心電ケーブル１５の電極は、呼吸計測用のセンサとして使用することもでき
る。
【００３５】
　第１観血血圧ケーブル１６は、血圧計測用のセンサであり、患者の特定部位の動脈また
は静脈に挿入可能なトランスデューサを有する。マルチポートモジュール１２は、第１観
血血圧ケーブル１６により、患者の観血血圧（第１観血血圧）を検出し、その値を表す検
出データを得る。
【００３６】
　第２観血血圧ケーブル１７は、血圧計測用のセンサであり、患者の、第１観血血圧ケー
ブル１６とは別の部位の動脈または静脈に挿入可能なトランスデューサを有する。マルチ
ポートモジュール１２は、第２観血血圧ケーブル１７により、患者の観血血圧（第２観血
血圧）を検出し、その値を表す検出データを得る。
【００３７】
　体温プローブ１８は、体温計測用のセンサであり、患者の特定部位に装着される。マル
チポートモジュール１２は、体温プローブ１８により、患者の体温を検出し、その値を表
す検出データを得る。
【００３８】
　酸素飽和度（ＳｐＯ２）センサ１９は、酸素飽和度計測用のセンサであり、患者体表上
の特定部位に装着される。酸素飽和度センサ１９は、装着部位に光を当て、その反射光ま
たは透過光を検知し、その検出結果から酸素飽和度を算出し、これを表す検出データを得
る。得られた検出データはマルチポートモジュール１２に伝送される。
【００３９】
　カフ２０は、血圧計測用のセンサを構成するものであり、患者の特定部位に巻回装着さ
れる。マルチポートモジュール１２は、カフ２０を用いてオシロメトリック方式により非
観血血圧を算出し、その値を表す検出データを得る。
【００４０】
　マルチポートモジュール１２には、呼吸ガスおよび麻酔ガスについてのデータ収集に用
いられるガスモジュール（図示せず）を接続することができる。ガスモジュールは、患者
の呼吸気における炭酸ガス、亜酸化窒素（笑気ガス）、吸入麻酔薬（例えばセボフルラン
）および酸素等の濃度、ならびに呼吸数等を検出し、これを表す検出データを得る。得ら
れた検出データは、マルチポートモジュール１２に伝送される。
【００４１】
　マルチポートモジュール１２は、自ら取得しまたは外部から入力された検出データを、
所定の伝送フォーマットに従って生体情報データとしてベッドサイドモニタ本体１１に送
信する。
【００４２】
　ベッドサイドモニタ表示部１３は、例えば液晶表示装置のような表示装置であり、表示
領域のほかに音声出力部を有する。音声出力部は、ベッドサイドモニタ本体１１の解析結
果に従ってアラーム音を出力したり、タッチパネル機能を用いて画面上で各種操作を行う
ときに操作音を出力したりする。
【００４３】
　また、ベッドサイドモニタ表示部１３は、タッチパネルを備えている。これにより、ユ
ーザは表示画面上で各種操作を行うことができる。タッチパネル機能を用いた操作による
入力は、入力信号としてベッドサイドモニタ本体１１に伝送され、この入力信号に基づい
て、ベッドサイドモニタ本体１１において設定条件の変更等が行われる。この機能を用い
て患者の氏名、性別等の個人情報を入力することもできる。なお、設定条件が変更された
場合、変更後の設定条件を示す設定条件情報は表示態様情報の一部として、ベッドサイド
モニタ本体１１のＣＰＵにより、テレメータ送信機１４を介してセントラルモニタ５０に
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送信される。
【００４４】
　また、ベッドサイドモニタ表示部１３は、ベッドサイドモニタ本体１１における画面の
表示態様を示す表示態様情報の画像処理結果に基づいて各種画面を表示領域に表示する。
【００４５】
　このようにベッドサイドモニタ１０は、患者についての生体情報を収集し、収集した生
体情報を、設定した表示態様でベッドサイドモニタ表示部１３に表示し、且つ、収集した
生体情報とベッドサイドモニタ表示部１３の表示態様を示す表示態様情報とをセントラル
モニタ５０に送信する。
【００４６】
＜医用テレメータ３０の構成＞
　医用テレメータ３０は、患者についての生体情報を収集する生体情報収集装置であり、
ベッドサイドモニタ１０と異なり、表示部を備えていない携帯可能な装置である。医用テ
レメータ３０は、送信部３１、送信部３１に接続された心電ケーブル、酸素飽和度（Ｓｐ
Ｏ２）センサ等の生体情報検出部３２を備える。
【００４７】
　この医用テレメータ３０では、心電ケーブル、酸素飽和度（ＳｐＯ２）センサ等の生体
情報検出部３２は、生体情報（例えば、心電図情報、呼吸、ＳｐＯ２）の検出データを得
て、送信部３１に出力する。送信部３１は、入力された検出データを、所定のフォーマッ
トに従って生体情報データとした後、無線送信処理を施して、セントラルモニタ５０に無
線送信する。無線送信された生体情報データは、テレメータ受信機５２を介してセントラ
ルモニタ本体５１により受信され、セントラルモニタ表示部５３に表示される。このよう
に医用テレメータ３０は、患者についての生体情報を検出して収集し、収集した生体情報
を、セントラルモニタ５０に送信する。
【００４８】
＜セントラルモニタ５０の構成＞
　セントラルモニタ５０は、複数の生体情報収集装置（ここでは、ベッドサイドモニタ１
０、医用テレメータ３０）が通信回線を介して複数接続される。セントラルモニタ５０は
、ベッドサイドモニタ１０で収集される生体情報（心電図情報（ＥＣＧ）、呼吸、観血血
圧、体温、酸素飽和度（ＳｐＯ２）、血圧等）、医用テレメータ３０で収集される生体情
報（心電図情報、呼吸、ＳｐＯ２）を取得する。セントラルモニタ５０は、これら取得し
た生体情報を用いて、生体情報に対応する複数の患者を監視する。
【００４９】
　図２は、本発明の一実施の形態に係る生体情報監視装置としてのセントラルモニタ５０
の構成を示すブロック図である。
【００５０】
　図１及び図２に示すように、セントラルモニタ５０は、表示手段としてのセントラルモ
ニタ本体５１及びセントラルモニタ表示部５３と、選択操作部（タッチパネル）５４とを
備える。また、セントラルモニタ５０にはテレメータ受信機５２が接続されている。
【００５１】
　テレメータ受信機５２は、無線により生体情報を送信し得る外部機器（ここでは、ベッ
ドサイドモニタ１０、医用テレメータ３０）との無線通信を可能にするアンテナおよび無
線信号処理回路を有する。
【００５２】
　テレメータ受信機５２は、無線通信チャネルを介してベッドサイドモニタ１０、医用テ
レメータ３０から送信された患者の生体情報を受信する。受信した生体情報は、セントラ
ルモニタ本体５１の制御部５０３（図２参照）に供給される。これにより、セントラルモ
ニタ５０は、ベッドサイドモニタ１０、医用テレメータ３０から各患者についての生体情
報を無線でリアルタイムに取得することができる。
【００５３】
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　また、テレメータ受信機５２は、無線通信チャネルを介してベッドサイドモニタ１０か
ら患者の生体情報とともに送信された、ベッドサイドモニタ１０のベッドサイドモニタ表
示部１３の表示態様を示す表示態様情報を受信する。受信した表示態様情報は、セントラ
ルモニタ本体５１の制御部５０３（図２参照）に供給される。これにより、セントラルモ
ニタ５０は、ベッドサイドモニタ１０、医用テレメータ３０から各患者についての生体情
報を無線でリアルタイムに取得することができる。
【００５４】
　このように、本実施の形態では、テレメータ受信機５２が、ベッドサイドモニタ１０か
ら生体情報とともにベッドサイドモニタ表示部１３の表示態様を示す表示態様情報を取得
する取得手段として機能する。また、テレメータ受信機５２は、医用テレメータ３０から
生体情報を取得する取得手段としても機能する。
【００５５】
　なお、セントラルモニタ５０とベッドサイドモニタ１０とを、ネットワークケーブルで
接続（有線接続）して、相互にデータ交換が行えるようにしてもよい。つまり、図示しな
いネットワーク用コネクタ（例えば、ＬＡＮ接続コネクタ）に、ベッドサイドモニタ１０
に接続されたケーブルを接続して、ベッドサイドモニタ１０から生体情報及び表示態様情
報を取得する構成としてもよい。例えば、セントラルモニタ５０とベッドサイドモニタ１
０とをケーブルを介して接続し、互いにベッドサイドモニタ表示部１３の表示画面態様情
報を送受できる機能を有する構成としてもよい。このとき、上述したようにベッドサイド
モニタ本体１１のＣＰＵが、外部から入力される設定情報に基づいて、ベッドサイドモニ
タ表示部１３に表示する表示態様を変更する機能を有するものとする。これにより、ベッ
ドサイドモニタ１０側でベッドサイドモニタ表示部１３における個人画面の表示態様を変
更できるとともに、セントラルモニタ５０の操作によってベッドサイドモニタ表示部１３
の表示設定、つまり、表示態様を変更できる。なお、コネクタは、シリアルコネクタ、Ｕ
ＳＢコネクタおよび各種外部機器専用の接続コネクタのいずれかであってもよい。
【００５６】
　セントラルモニタ本体５１は、図２に示すように、入力部５０２、制御部５０３、記憶
部５０５、音声出力部５０７を有する。
【００５７】
　入力部５０２は、ベッドサイドモニタ１０或いは医用テレメータ３０により収集される
生体情報の対象である患者の患者情報の入力を受け付けて、制御部５０３に供給する。ま
た、入力部５０２は、ユーザ（医療スタッフ）が患者情報を手入力するためのキーボード
やマウス等のような操作手段であり、あるいは磁気カードに記録された患者情報を読み取
るカードリーダである。また、入力部５０２は、セントラルモニタ表示部５３の表示モー
ドを変更する際に用いてもよい。
【００５８】
　制御部５０３は、セントラルモニタ５０内の各部における動作を制御するためのプログ
ラムを記憶する記憶媒体とそのプログラムを実行する演算処理装置（ＣＰＵ）とを有する
。
【００５９】
　例えば、制御部５０３は、入力部５０２から供給された各患者の患者情報を記憶部５０
５に格納して、患者情報を管理する。管理する患者情報には、主として患者の識別番号、
氏名、性別および年齢が含まれるほか、病室、フロアまたは病棟の名称または番号が含ま
れる。補足的に、無線通信チャネルの番号を含むこともできる。さらに、患者を担当する
医師および看護師の氏名やチーム情報を含むこともできる。なお、患者情報は、患者の生
体情報ととともに患者個人情報に含まれる。
【００６０】
　また、制御部５０３は、テレメータ受信機５２から順次供給される各患者についての生
体情報をリアルタイムにセントラルモニタ表示部５３に表示させるための制御を行う。こ
の場合、制御部５０３は、複数患者についての生体情報が、予め指定されている基本画面
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表示モードとしての表示モード（例えば、１６床１波形表示モード）に従って配置される
ように、生体情報から画像信号を生成する。生成した画像信号はセントラルモニタ表示部
５３に供給される。なお、生体情報の表示は、波形および数字のうち少なくとも一方によ
る表示を含む。
【００６１】
　また、制御部５０３は、テレメータ受信機５２から順次供給される各患者についての生
体情報を、患者情報に対応付けて記憶部５０５に格納して、生体情報を管理する。
【００６２】
　また、制御部５０３は、テレメータ受信機５２からベッドサイドモニタ１０の生体情報
データが供給される場合、この生体情報ととともに供給される表示態様情報データを、患
者情報に対応付けて記憶部５０５に格納して、生体情報を管理する。なお、表示態様情報
は、上述したようにベッドサイドモニタ表示部１３（図１参照）で表示される生体情報を
含む画面の表示態様を示す情報である。
【００６３】
　さらに、制御部５０３は、ユーザが所定の操作を行ったときに、例えば、基本画面表示
モードにおいて選択操作部５４を介して特定の患者を選択したとき、記憶部５０５に格納
されている特定患者についての生体情報、表示態様情報を読み出す。そして制御部５０３
は、リアルタイムで取得する生体情報、表示態様情報とともに、読み出した生体情報、表
示態様情報から、患者の生体情報を含む患者個人情報の個人画面を示す個人画面表示モー
ドとしての画像信号を生成する。
【００６４】
　具体的には、選択された特定の患者についての生体情報が、ベッドサイドモニタ１０に
より収集された生体情報である場合、制御部５０３は、生体情報と表示態様情報とから画
像信号を生成する。このように制御部５０３が、表示態様情報を用いて生成した画像信号
は、ベッドサイドモニタ表示部１３の表示態様と同様の表示態様、つまり、同一或いは近
似する表示態様、を示す画像信号である。この画像信号を制御部５０３は、セントラルモ
ニタ表示部５３に供給する。
【００６５】
　また、特定患者についての生体情報が、医用テレメータ３０により収集された生体情報
である場合、制御部５０３は、予め設定された個人画面表示モードに従って配置されるよ
うに、生体情報から画像信号を生成する。この画像信号を制御部５０３は、セントラルモ
ニタ表示部５３に供給する。
【００６６】
　また、制御部５０３は、テレメータ受信機５２から順次供給される各患者の生体情報に
ついて、閾値判定等の分析を行うことにより、患者の容態に異常が生じていないかを判定
する。異常が生じている場合には、画面を通じて異常発生をユーザに通知するために画像
信号を処理したり、音を通じて異常発生をユーザに通知するためにアラーム音を音声出力
部５０７から出力させたりする。
【００６７】
　セントラルモニタ表示部５３は、例えば液晶表示装置のような表示装置であり、制御部
５０３から順次供給される画像信号に基づいて生体情報を監視用表示面５３１に表示する
。
【００６８】
　ここでは、セントラルモニタ表示部５３は、基本画面表示モードでの画像信号に基づい
て、監視用表示面５３１に、基本画面として、複数の患者の生体情報を同時に表示する。
【００６９】
　また、セントラルモニタ表示部５３は、個人画面表示モードでの画像信号に基づいて、
特定患者の生体情報を、特定患者に対応付けられたベッドサイドモニタ表示部１３に表示
される表示態様（個人画面）と同じ表示態様で表示する。すなわち、セントラルモニタ表
示部５３は、ベッドサイドモニタ１０のベッドサイドモニタ表示部１３で表示される画面
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と略同様或いは近似した態様で表示する。
【００７０】
　このセントラルモニタ表示部５３には、選択操作部（タッチパネル）５４が設けられて
いる。これにより、医療スタッフはセントラルモニタ表示部５３の監視用表示面５３１上
で各種操作を行うことができる。タッチパネル機能を用いた操作による入力は、入力部５
０２からの入力と同様な入力信号として制御部５０３に伝送され、この入力信号に基づい
て、制御部５０３において、表示モード（基本画面表示モード、個人画面表示モード）の
変更等が行われる。この機能を用いて患者情報を入力することもできる。
【００７１】
　記憶部５０５は、例えば、半導体メモリ装置またはハードディスク等の記憶装置であり
、制御部５０３から供給された各種情報を記憶する。
【００７２】
　音声出力部５０７は、スピーカであり、アラーム音等の出力を行う。
【００７３】
　なお、セントラルモニタ５０は、テレメータ受信機５２、セントラルモニタ表示部５３
と、セントラルモニタ本体５１内の機能部とを全て１つの筐体に収容した一体型構成を採
用してもよい。また、セントラルモニタ本体５１内の機能部と、テレメータ受信機５２或
いは図示しないコネクタ部とを、別々の筐体に収容して接続手段を介して接続した独立型
構成を採用してもよい。
【００７４】
　以上、生体情報監視システム１の構成について説明した。
【００７５】
　次に、この生体情報システム１において、セントラルモニタ５０におけるセントラルモ
ニタ表示部５３の監視表示画面について、ベッドサイドモニタ１０におけるベッドサイド
モニタ表示部１３の表示画面（個人画面）を参照しつつ、説明する。
【００７６】
　図３は、図１に示す生体情報監視システムのセントラルモニタにおける基本画面表示モ
ードでの表示画面の例を示す図である。
【００７７】
　セントラルモニタ表示部５３では、複数患者についての生体情報が、同時モニタリング
のために、監視用表示面５３１に１画面として配置された表示画面（基本画面）５３１ａ
に、表示される。図３に示す基本画面の例では、監視用表示面５３１のほぼ全域が基本画
面５３１ａの表示領域となっている。
【００７８】
　表示領域は、モニタリング対象の患者の人数等に応じて予め指定されている基本画面表
示モードとしての表示モードに従って表示区域５３２に分割され、個々の表示区域は、個
々の患者についての生体情報を表示するために割り当てられる。表示区域５３２は、患者
情報表示部５３３、波形表示部５３４と計測値表示部５３５とを有し、波形表示部５３４
においては波形によって生体情報が表現され、計測値表示部５３５においては数値によっ
て生体情報が表現される。
【００７９】
　図３に示す例では、基本画面表示モードとして１６床２波形モードが予め指定されてい
る。このため、表示領域の分割によって１６個の表示区域５３２が形成されており、最大
１６人分の生体情報を同時に表示することができる。また、患者毎に波形表示部５３４で
表現される生体情報は、患者それぞれに設定可能な重要度の高い生体情報の上位のものか
ら優先的に表示されるものである。波形表示部５３４で表現される生体情報は、ここでは
、心電図（ＥＣＧ：electrocardiogram）、酸素飽和度（ＳｐＯ２）、呼吸（ＲＥＳＰ：R
espiration）が患者ごとに表示されている。このように基本画面表示モードによる基本画
面では、複数の患者の生体情報を同時に表示している。
【００８０】
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　この基本画面５３１ａにおいて、基本画面５３１ａ上の患者情報表示部５３２ａ（詳細
には、患者情報表示部５３２ａの数値表現部分）は、ユーザの操作、例えば、選択入力部
（タッチパネル）５４（図２参照）を介して選択される。これにより、セントラルモニタ
表示部５３は、選択された患者の生体情報を表示する個人画面を表示する。すなわち、セ
ントラルモニタ表示部５３は、患者情報表示部５３２ａが選択されることで、個人画面表
示モードとして、患者情報表示部５３２ａに対応する患者の生体情報、患者情報を含む個
人画面を表示する。
【００８１】
　図４は、図１に示す生体情報監視システムのセントラルモニタにおける個人画面表示モ
ードでの表示画面の例を示す図である。具体的には、図４は、個人画面を含むセントラル
モニタ表示部の表示画面を示す図である。
【００８２】
　図４に示すように、セントラルモニタ表示部５３は、選択入力部５４（図２参照）の操
作によって、個人画面表示モードとして監視用表示面５３１に、特定の患者についての生
体情報（１１波形）を含む個人画面５４０を表示する。
【００８３】
　セントラルモニタ表示部５３は、個人画面５４０を表示しつつ、複数の患者の生体情報
を、監視用表示面５３１の表示領域を分割した複数の表示区域に個別に配置して同時に表
示している。ここでは、セントラルモニタ表示部５３は、個人画面表示モードでは、個人
画面５４０を、監視用表示面５３１（図３参照）の一部の表示領域に配置する。加えて、
セントラルモニタ表示部５３は、複数の患者の生体情報を、個人画面５４０を配置した一
部の表示領域を除く表示領域を分割した複数の表示区域に個別に配置して、個人画面５４
０と同時に表示する。すなわち、セントラルモニタ表示部５３は、個人画面表示モードで
は、個人画面５４０を表示しつつ、個人画面５４０を除く表示領域を分割した複数の表示
区域に、複数の患者の生体情報を表示する。
【００８４】
　具体的には、監視用表示面５３１の表示領域を左右に分割して、基本画面５３１ａ（図
３参照）として先に表示されていた全患者についての生体情報をそれぞれ縮小して、分割
した左半分の表示領域に縦に並べて表示し、右半分の表示領域に特定の患者の個人画面５
４０を表示している。
【００８５】
　この個人画面５４０は、ベッドサイドモニタ１０で収集した生体情報を有する患者の個
人画面である。この個人画面５４０は、ベッドサイドモニタ１０のベッドサイドモニタ表
示部１３に表示される画面の表示態様と同様の表示画面態様である。
【００８６】
　図５に、同セントラルモニタ５０のセントラルモニタ表示部５３の個人画面表示モード
で表示された個人画面５４０の対象となる患者のベッドサイドモニタ表示部１３の表示画
面を示す。
【００８７】
　すなわち、図４に示すセントラルモニタ表示部５３の個人画面５４０は、図５に示すベ
ッドサイドモニタ表示部１３におけるモニタリング用の個人画面１３１（１１波形）と同
様の表示態様で表示される。ここでは、個人画面５４０の表示態様は、ベッドサイドモニ
タ表示部１３の個人画面１３１において、波形、計測値（数値）で表現される生体情報の
種類、表示サイズ、表示色、表示位置等について同様の態様となっている。
【００８８】
　図４に示すセントラルモニタ表示部５３の表示画面５３１ｂにおける個人画面５４０の
サイズは、ベッドサイドモニタ表示部１３の画面アスペクト比に近似させつつ、監視用表
示面５３１において極力大きくする。
【００８９】
　セントラルモニタ５０は、個人画面表示モードで、監視用表示面５３１に、ベッドサイ
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ドモニタ１０で収集した生体情報を有する患者の個人画面５４０を表示する場合、ベッド
サイドモニタ１０から取得した表示態様情報に基づいて、表示する。具体的には、セント
ラルモニタ５０は、セントラルモニタ表示部５３の個人画面５４０を、ベッドサイドモニ
タ表示部１３の表示態様と同様の表示画面態様で同期して表示する。
【００９０】
　図６は、ベッドサイドモニタ表示部で表示される個人画面の別例を示す図であり、図７
は、セントラルモニタ表示部で表示される個人画面の別例を示す図である。
【００９１】
　図６に示すベッドサイドモニタ表示部におけるモニタリング用の個人画面１３２では、
カスタマイズされた設定で表現された患者の生体情報１３２ａ上に、操作用画面１３２ｂ
が重ねて表示されている。
【００９２】
　このとき、セントラルモニタ表示部５３は、基本画面５３１ａ（図３参照）から個人画
面表示モードとして特定の患者の患者個人情報を個人画面として表示する場合、図７に示
すように表示する。図７では、セントラルモニタ表示部５３は、個人画面表示モードでは
、個人画面５４１を、基本画面５３１ａ（図３参照）の一部の表示領域に配置するととも
に、複数の患者の生体情報を、一部を除く表示領域を分割した複数の表示区域に個別に配
置して同時に表示する。
【００９３】
　ここでは、一部の表示領域は、監視用表示面５３１において左右に分割される正面視右
側の表示領域であり、一部を除く表示領域は、監視用表示面５３１において正面視左側の
表示領域である。
【００９４】
　このように、セントラルモニタ表示部５３（図２参照）では、図７に示すように、表示
画面５３１ｃにおける個人画面５４１は、図６に示すベッドサイドモニタ表示部１３のモ
ニタリング用の個人画面１３２と同様の表示態様で同期して表示される。
【００９５】
　また、図８に示すように、ベッドサイドモニタ表示部１３で、患者についての生体情報
としてモニタリング用画面である個人画面１３３に１２誘導波形表示が設定されていると
する。この状態においてセントラルモニタ表示部５３の個人画面表示モードで表示される
個人画面５４２は、図９に示すように監視用表示面５３１の右半分の領域に、モニタリン
グ用の個人画面１３３（図８参照）と同様の１２誘波形表示の表示態様で同期させて表示
される。
【００９６】
　また、セントラルモニタ５０に接続される複数のベッドサイドモニタのベッドサイドモ
ニタ表示部同士では、アスペクト比の違い等による大きさ、機能等の違いにより、表示態
様が異なる場合がある。この場合、セントラルモニタ５０では、個人画面を表示する際に
、対象となる患者毎に対応するベッドサイドモニタ表示部と同様の表示態様で、対応する
個人画面を同期させて表示する。
【００９７】
　例えば、ベッドサイドモニタ表示部１３（図５参照）と異なり、セントラルモニタ５０
に接続されるベッドサイドモニタが、図１０に示すように、生体情報を５波形で表示する
ベッドサイドモニタ表示部７３を有するものであるとする。この場合でも、図１１のセン
トラルモニタ表示部５３の表示画面５３１ｄにおける個人画面５４３で示すように、ベッ
ドサイドモニタ表示部７３（図１０参照）の表示態様と同様の表示態様で同期させて表示
する。
【００９８】
　このセントラルモニタ５０は、表示部の無い医用テレメータ３０の測定対象である患者
の生体情報を、患者個人情報を示す個人画面として表示する場合、図１２に示すように、
セントラルモニタ側で予め設定された個人画面５４４の表示態様で、医用テレメータ３０
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から取得する生体情報と同期させて表示する。
【００９９】
　このように、図３から図１１に示すように、セントラルモニタ５０は、ベッドサイドモ
ニタ１０から生体情報とともにベッドサイドモニタ表示部１３の表示態様を示す表示態様
情報を取得する。これら取得した生体情報及び表示態様情報を用いて、セントラルモニタ
表示部５３は、個人画面表示モードを表示する。この個人画面表示モードは、監視用表示
面５３１に、ベッドサイドモニタ表示部１３の表示態様と同様の表示画面態様で、ベッド
サイドモニタ１０で収集した生体情報を有する患者の個人画面を表示するモードである。
また、セントラルモニタ５０は、テレメータ受信機５２によりテレメータ送信機１４から
生体情報を取得して、ベッドサイドモニタ５０からの取得した生体情報とともに、監視用
表示面５３１に表示する。すなわち、セントラルモニタ５０では、セントラルモニタ表示
部５３（図２参照）の基本画面５３１ａ上で選択された患者がベッドサイドモニタ１０で
収集した生体情報を有する患者である。この場合、セントラルモニタ表示部５３（図２参
照）は、ベッドサイドモニタ１０から取得した生体情報及び表示態様情報に基づいて、個
人画面を、ベッドサイドモニタ表示部１３の表示態様と同様の表示画面態様で表示する。
【０１００】
　これにより、セントラルモニタ５０での患者の生体情報の表示態様を、ベッドサイドモ
ニタ表示部１３の表示態様と同様にして、ベッドサイドモニタ１０で確認する感覚と同様
の感覚で、セントラルモニタ５０により患者の詳細な生体情報を容易に確認できる。
【０１０１】
　本実施の形態では、セントラルモニタ表示部５３で表示する個人画面５４０は、ベッド
サイドモニタ表示部１３の表示態様と同様の表示画面態様で同期して表示するものとして
説明したが、常に同期して表示させなくてもよい。すなわち、セントラルモニタ５０側で
は、ベッドサイドモニタ１０から生体情報と表示態様情報とを常に取得しているが、個人
画面５４０での生体情報の表示は、所定時間経過後に同期して表示させたり、ユーザの選
択により同期して表示させたりしてもよい。例えば、セントラルモニタ表示部５３０の表
示画面に、選択入力部（タッチパネル）５４（図２参照）を介して選択可能な「同期ボタ
ン」を配置する。この「同期ボタン」がユーザに選択されることで、制御部５０３を介し
て、セントラルモニタ表示部５３が、個人画面５４０に、ベッドサイドモニタ１０から取
得した表示態様情報と同期した表示態様情報を表示するようにしてもよい。これにより、
ベッドサイドモニタ１０での不注意な表示状態の変更がセントラルモニタ表示部１３に即
座に反映されてしまうような事態が避けられる。
【０１０２】
　なお、本実施の形態では、患者についての生体情報を収集し、収集した生体情報を、設
定した表示態様で表示する表示部を有する生体情報モニタ装置として、ベッドサイドモニ
タ表示部１３を有するベッドサイドモニタ１０としたが、これに限らない。収集した生体
情報を、設定した表示態様で表示する表示部を有する生体情報収集装置であれば、どのよ
うな生体情報収集装置でもよい。例えば心電計や血圧計等でも適用可能である。
【０１０３】
　また、上記実施の形態の説明に用いた各機能ブロックは、典型的には集積回路であるＬ
ＳＩとして実現される。これらは個別に１チップ化されてもよいし、一部または全てを含
むように１チップ化されてもよい。ここでは、ＬＳＩとしたが、集積度の違いにより、Ｉ
Ｃ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳＩと呼称されることもある。
【０１０４】
　また、集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路または汎用プロセッサ
で実現してもよい。ＬＳＩ製造後に、プログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Field Prog
rammable Gate Array）や、ＬＳＩ内部の回路セルの接続や設定を再構成可能なリコンフ
ィギュラブル・プロセッサーを利用してもよい。
【０１０５】
　さらには、半導体技術の進歩または派生する別技術によりＬＳＩに置き換わる集積回路
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バイオ技術の適用等が可能性としてありえる。
【０１０６】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【符号の説明】
【０１０７】
　１　生体情報監視システム
　１０　ベッドサイドモニタ
　１１　ベッドサイドモニタ本体
　１３、７３　ベッドサイドモニタ表示部
　１４　テレメータ送信機
　１５　心電ケーブル
　１６　第１観血血圧ケーブル
　１７　第２観血血圧ケーブル
　１９　酸素飽和度センサ
　３０　医用テレメータ
　３１　送信部
　３２　生体情報検出部
　５０　セントラルモニタ
　５１　セントラルモニタ本体
　５２　テレメータ受信機（取得手段）
　５３　セントラルモニタ表示部
　５４　選択操作部
　１３１、１３２、１３３、５４０、５４１、５４２、５４３、５４４　個人画面
　５０２　入力部
　５０３　制御部
　５０５　記憶部
　５０７　音声出力部
　５３１　監視用表示面
　５３１ａ　基本画面
　５３１ｂ、５３１ｃ、５３１ｄ　表示画面
　５３２　表示区域
　５３２ａ、５３３　患者情報表示部
　５３４　波形表示部
　５３５　計測値表示部
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要解决的问题：通过具有床边监测感的中央监测器，以类似于患者在中
央监测器上的生物信息显示方式的方式，以类似于床边监测器上的显示
方式的方式，容易地检查患者的生物信息。 解决方案：中央监视器50通
过遥测仪接收器52从医用遥测仪30获取生物信息，并且获取指示床边监
视器显示单元13的显示方式的显示模式信息以及来自床边监视器10的生
物信息。在个人屏幕显示模式下，使用从床边监视器10获取的生物信息
和显示模式信息在监视显示表面531上，中央监视器显示单元53显示类似
于床边监视器显示单元13的显示方式的显示。在屏幕模式中，显示具有
由床边监测器10收集的生物信息的患者的个人屏幕。 点域1
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